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平成２９年度 第２回平田地域協議会  

会議録（要約） 

 

１．日 時／平成２９年７月２７日（水）午後１時３０分～４時 

 

２．場 所／生涯学習センター 第２研修室(２階和室) 

 

３．出席者／（１）１号委員（団体推薦委員） 

岩間政幸委員、阿彦 健委員、佐藤善一委員、長谷部耕次委員、 

伊藤滋子委員、石黒 均委員、今井宣幸委員         計 ７名 

（２）２号委員（識見委員） 

         石黒由香委員、佐藤鐵喜委員,長堀恵理委員         計 ３名 

       

      （３）酒田市平田総合支所 

  山口貴明支所長兼地域振興課長、佐藤栄一建設産業課長補佐、 

佐藤敏行地域振興課課長補佐、太田英一調整主任      計 ４名 

                  

                                  出席者合計１４名 

       

４．欠 席   伊藤 弘委員、梅木春一委員、前田恵次委員、佐藤みさ子委員、 

髙橋栄子委員                       計 ５名 

 

５．次 第／１．市民憲章唱和 

２．開会 

３．あいさつ 

（１）会長 

（２）支所長 

４．協議 

（１）議事録署委員の選任 

（２）秋のグループミーティングのテーマについて 

 ※学習センターの現地確認 

（３）平成30年度 平田地域づくり予算について 

（４）その他 

５．その他 

６．閉 会 

６．会議録（要約） 

（1～３は省略） 

※ 会長から、欠席者が多いと地域の声が充分に反映されなくなるので、責任を持って参

加してほしいと要請があった。 

 

協 議 

（１）議事録署名委員の選任 

長谷部会長 

はじめに、議事録署名委員の選任ですが、事務局から提案してください。 
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佐藤地域振興課課長補佐 

名簿順でお願いしておりますが、今回は２番の阿彦委員にお願いしたいと思います。 

  

長谷部会長 

 異議ございませんか。 

 

―― 一同、異議なしの声 ―― 

 

長谷部会長 

 それでは、阿彦委員よろしくお願いします。 

 事務局の提案をどうぞ。 

 

佐藤地域振興課課長補佐 

 案内では、先に地域づくり予算について、その後、秋のグループミーティングのテーマに

ついてとしておりましたが、佐藤鐵喜委員が、15時ころで退席する必要があることから、順

序を逆にして、秋のグループミーティングのテーマについてを先に協議お願いできればと思

います。 

 

長谷部会長 

 みなさん、いかがでしょうか。 

 

―― 一同、異議なしの声 ―― 

 

長谷部会長 

 それでは秋のグループミーティングのテーマについてを先に協議します。 

 

（２）秋のグループミーティングのテーマについて 

長谷部会長 

それでは、はじめに資料２の説明をお願います。 

 

佐藤地域振興課課長補佐 

―― 資料を説明 ―― 

 

長谷部会長 

利用実績の資料の説明もお願いします。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

―― 資料を説明 ―― 

 

長谷部会長 

 利用者が減っているということですが、こういう環境の中で、どういう方向性で設備の充

実を求めていくのか、行政にすれば、利用が伸びているならば、それに備える必要があると

なるが、減っているのでは簡単にはいかないと思います。 

 

佐藤鐵喜委員 

 平成28年度の減は、平田地域の減はなし、市外の減は、教育の利用目的を説明してきたた

め、宿泊だけの利用者が減ったためと思われます。管内にある海洋センター、経ケ蔵、胎蔵

山、水辺の学校の利用も対象に広げるべきである。あるいは、素泊まりでもいいが、料金は

別にするなどの対応も考えられる。 
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長谷部会長 

 行政の考え方を聞きたいと思います。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 旧平田時代は利用拡大を図ってきました。もちろん地元優先でやってきました。宿泊可能

な施設ということは、ネット情報で拡大したのだと考えます。現行は、目的利用が重要と言

う判断であり、担当の社会教育文化課でも同じ考えです。 

 

長谷部会長 

 宿泊だけの利用について、誰が判断するのですか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 判断は社会教育文化課で行いますが、27年度に里山の会さんからの提言もあり、研修条件

を徹底するようにしてきた経過があります。 

 

佐藤鐵喜委員 

 すべてが社会教育文化課の判断ではなく、たいていの判断は里山の会で行い、判断が必要

な場合だけ、社会教育文化課に連絡しているのです。 

 

阿彦 健委員 

 センター内の研修とは、具体的には。 

 

佐藤鐵喜委員 

 ホールでの活動など、この施設を利用した研修で、内容は問いません。 

 先日、毒蛾被害等あり、ホールが使えない事情を話して、それでもという場合は、他での

研修もあってもよいから、１時間でも館内研修入れてほしいと説明しているわけです。 

 

長谷部会長 

 どういう団体で、責任はどうなっているのですか。 

 

山口支所長兼佐藤地域振興課課長 

 ＮＰＯ法人里山の会へ管理委託していますが、補修や支払いは社会教育文化課です。 

 

長谷部会長 

 指定管理でないのですか。 

 

山口支所長兼佐藤地域振興課課長 

 指定管理はすべて委託する内容ですが、あくまで管理を委託しているものです。 

 

佐藤鐵喜委員 

 随意契約ではありません。競争入札で決まって、契約しております。 

  

―― 現地調査を先にやった方がいいのではという、意見あり ―― 

 

―― 現地調査のため全員中座する ―― 

 

長谷部会長 

 それでは、再開します。ご覧になって、みなさんからご意見をいただきたいと思います。 
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岩間政幸委員 

 地元とはいえ、風呂は初めて見ました。なんでも歳とれば、壊れてきます。調理室と風呂

は水回りといっしょに修繕必要で、これだけでも一千万円以上かかりそうです。 

 

阿彦 健委員 

 中山間地の活動拠点、コミュニティとして重要です。どういう意味で存続させるのか位置

付けが必要です。それにより予算のかけ方も違ってくるでしょうし。市長から見てもらうこ

とは意味がある。 

 細かいところは、少しづつ直すとして、研修が宿泊拡大のネックになっているので、管内

の施設等の利用を宿泊対象に拡大してはどうか。 

 

佐藤善一委員 

 佐藤さんたちが手入れをしてくださっているからだと思いますが、意外ときれいな印象で

した。調理室は今の子どもたちに合ってないし、衛生面もあり、最優先で修理必要です。Ｔ

Ｖが映らないなど修理も。 

 

伊藤滋子委員 

 和式トイレを洋式に、調理室が古いし狭い。子どもたちもいっしょに利用できるように。 

 

石黒 均委員 

 なにも起きなかったからいいでは困る。行政は後手である。市長から現場を見てもらうこ

とは大切。拠点としての活用を明確にするべき。宿泊ルールもそれから検討して。 

 

今井宣幸委員 

 使用報告書の要望等をまとめてほしい。玄関をロックすると隙間が大きく空くのはいかが

か。街灯の改善も防犯上必要。畳敷きに座るのは大変、椅子等、備品等の修繕を予算化して

ほしい。小規模改善は素早く。 

 

佐藤鐵喜委員 

 利用者の利便性の向上、里山としても地域を何とかしたいという気持ちでやっている。指

定管理の要望書を出した。相当改善しないと指定管理に出せないというのも分かりますが。 

 

長堀恵理委員 

 子どもの利用が多い。衛生上心配。スポ少などの宿泊できるところはない。利用できるよ

うにして残してほしい。 

 

石黒由香委員 

 利用者減はショックです。減の理由として利用の規約が狭い。順番付けて修繕を。 

  

長谷部会長 

 住民の要望なくては、行政が予算を付けることはないのです。いかに、執行部に認めさせ

る要望をつくるかが大切です。タウンセンターのトレーニング室の要望もあるとききますが、

学習センターの利用を断った件数のデータはありますか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 社会教育文化課ではデータがありませんでした。 

 

長谷部会長 
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 断った件数も、実績を見る場合は、大切だと思います。 

 

今井宣幸委員 

 支所長は、テニスの指導をされているわけですが、テニスコートの不便なところはないの

ですか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 ネットがぼろぼろで繕って使っているなどあります。 

 

今井宣幸委員 

 それも、要望に入れてはと思います。 

 

佐藤鐵喜委員 

 夜間照明については、２つ壊れて１つをやっと直してもらったところです。虫取りのス

イッチを入れると、ブレーカーが落ちるので、使わないでもらっています。 

 

長谷部会長 

 中央通りの照明灯は、６０本以上あるのですが、防犯灯では無理があるので、反対側にも

移して特別事業計画で付け替えをやってもらう計画です。 

 

 

（２）平成３０年度 平田地域づくり予算について 

長谷部会長 

 （２）平成３０年度 平田地域づくり予算についてを協議します。 

資料の説明をお願いします。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

佐藤建設産業課長 

 

―― 資料１を説明 ―― 

 

長谷部会長 

 ご意見ありませんか。 

 

阿彦 健委員 

 ４の地域おこし協力隊の具体的な活動は。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

これから、活動するものです。 

 

太田調整主任 

地域といっしょにやっていこうという制度、今年は地域になじむ年。 

 

阿彦 健委員 

 八幡の協力隊の活動は。 

 

太田調整主任 

 女性隊員は、女子会のワークシップ、男性隊員は竹林ツアーなど、マルシェは定期的に

やっています。 
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長谷部会長 

 平田会だが、私は５時のＪＲに乗って出席したが、同じ酒田からの参加者で、飛行機で来

ていた人がいた。行政の平等性はどうなっているのか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 派遣依頼する事業予算で違っている場合があります。 

 

長谷部会長 

 同じ酒田市がお金を出すなら、平等にお願いしたい。 

 学習センターの管理費はどのくらいか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 ２７年度で約６００万円です。 

 

阿彦 健委員 

 夜間の管理も含んでですか。 

 

山口支所長兼地域振興課課長 

 里山の会への委託料も含んでです。 

 

長谷部会長 

 根拠必要 

 

阿彦 健委員 

 利用資料をグラフ化してみてはどうか。 

 

 

（２）にもどる 

 

長谷部会長 

 資料２の案２の消防本部移転後の平田総合支所庁舎の活用についてを、事務局読み上げし

てください。 

 

佐藤地域振興課課長補佐 

 ―― 読み上げ ―― 

 

長谷部会長 

 情報設備が、充実しているので、残される設備の利用、それを活かして企業利用を図って

はどうか。駐車場も広い。 

 

阿彦 健委員 

 協議会としては、この予算を生涯学習センターへ利用してもらうのがいいのでは。 

 

長谷部会長 

 金をかけない利用計画として、情報関係を入れるという案です。 

 

岩間政幸委員 

 ここは引かないで、要望は挙げるべきではないかと思います。 
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今井宣幸委員 

 センターは今の問題だが、消防は数年後であるから、今回はセンターを中心でよいのでは

ないでしょうか。 

 

石黒 均委員 

 トレーニング室は機能訓練室として発足、１日７０人くらいの利用がある。４６００人が

登録しており、中町の施設できても利用者減っていない。広さはほしい。利用環境を整えて

ほしい。 

 

長谷部会長 

 タウンセンターの元々の計画にはなかったものを無理に追加した経過があります。 

 

今井宣幸委員 

 農村改善センターは、冷房は効くが、暖房が弱くなっている。バーナー型暖房機を４台も

あれば、補完できる。音響もＣＤかけられるくらいには。緞帳は３００万はかかるから急が

ないでいいと思います。 

 

阿彦 健委員 

 農村改善センターも古い。 

 

長谷部会長 

 トイレの洋式化は、１個にいくらくらいかかるのか。 

 

山口支所長 

 １件３０万～４０万円だと思います。 

 

長谷部会長 

 その他、ございませんか。 

ないようでしたら、これで閉会したいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

―― 一同、異議なしの声 ―― 

  

 それでは閉会のあいさつを石黒副会長お願いします。 

 

閉 会 

石黒由香副会長 

 みなさま、たいへんお疲れさまでした。 

これで、平成２９年度第２回平田地域協議会を閉会いたします。 

 

 

 

 


